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１ QFieldとは



正式名称は「 QField for QGIS」（以下、「 QField 」という）。 QGISで作成
した事業計画等のデータをスマホやタブレット等の携帯端末に入れて、現場で利用
できる無料のアプリ（通信圏外を含む）。

１ QFieldとは
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QGISで作成した事業計画

携帯端末に入れて
現地踏査



（１）QFieldでできること

※ 通信圏外でも利用可能
※  QGISやQFieldは、法人等に委託して利用できる状態にすることも可能
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・現地踏査時のナビゲーション機能

・間伐区域や作業道線形の修正部分を計測し、記録する

・ QGISで作成した事業計画を現地で編集し、変更点を反映させる

・事業地の各種情報の共有が容易

・作業道等の経路の記録（トラッキング）

１ QFieldとは
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【数値標高モデル（DEM）】
航空レーザ測量の成果から、５ｍメッシュ（5m四方）や１ｍメッシュ（1m四方）等の中心点に
標高データを持たせ、地形を立体的に表すもの。

【CS立体図】
尾根や谷、傾斜などの地形の変化をわか
りやすく表現したもの。危険地形の有無
等が判別可能。

【傾斜区分図】
色分けをして傾斜分布をわかりやすく表
現したもの。搬出方式を検討したり、機
械地拵が可能な区域も抽出可能。

（２）QFieldで使用するデータ（地形）
１ QFieldとは



既設道路、事業区域、林小班データ、作業道線形案などの事業関係データを使用。

１ QFieldとは

（３）QFieldで使用するデータ（事業関係）
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２ データセットを携帯端末で利用する



事業体の皆さんが
スマホ見ながら説明

Android 版

iOS 版

携帯端末の種類（Android、iOS ）に対応するQRコードからインストールする。
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２ データセットを携帯端末で利用する

（１）QFieldを携帯端末にインストールする



②

①zipフォルダを右クリック

＜すべて展開＞する

本フォルダ（右側）を得る

（２－１）データセットをAndroid端末に読み込む

②②端末をUSBケーブルでパソコンに
接続し＜ファイル転送＞を有効にする  ②

③端末がPCに認識されたら①の本
フォルダをコピーして携帯端末の内部
共有ストレージのDownloadに保存 

２ データセットを携帯端末で利用する

ファイル転送画面のイメージ画像
画面は機種（右、左）で異なる

※iOS端末に読み込む方法はP15～を参照
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②

②
④QFieldを開き＜ローカル
ファイルを開く＞をタップ

⑤＜+＞をタップする
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（２－１）データセットをAndroid端末に読み込む
※iOS端末に読み込む方法はP15～を参照

２ データセットを携帯端末で利用する



②⑥＜プロジェクトをフォルダから
インポート＞をタップする
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②

②

⑦Downloadから目的の
フォルダを選ぶ

⑧＜このフォルダを使用＞をタップする

（２－１）データセットをAndroid端末に読み込む
※iOS端末に読み込む方法はP15～を参照

２ データセットを携帯端末で利用する



② ②⑨＜許可＞をタップするとデータ
読み込みが開始される ⑩＜プロジェクト名＞をタップする
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（２－１）データセットをAndroid端末に読み込む
※iOS端末に読み込む方法はP15～を参照

２ データセットを携帯端末で利用する



②

プロジェクトが読み込まれた状態
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（２－１）データセットをAndroid端末に読み込む
※iOS端末に読み込む方法はP15～を参照

２ データセットを携帯端末で利用する

補足）初めて使用する際には、画面上の各種の操作
ポイントの名前や役割の説明が順に表示される



②

②②

① PCで＜iTunes＞を起動

iOS端末をUSBケーブルで接続

（２－２）データセットをiOS端末に読み込む
２ データセットを携帯端末で利用する

③ iOS端末で＜信頼＞をタップ

パスコードの入力要求が表示されたら、
パスコードを入力
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②メッセージが表示されるので
＜続ける＞をクリック

※PCでiOS端末へのアクセスを許可



２ データセットを携帯端末で利用する

（２－２）データセットをiOS端末に読み込む
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②

②

④＜端末アイコン＞をクリック

⑤下画面の様に、接続した端末の情報が
表示されれば、接続完了



（２－２）データセットをiOS端末に読み込む
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②
⑥＜概要＞のオプションの＜この
○○を接続しているときに自動的
に同期＞のチェックを必ず外す

２ データセットを携帯端末で利用する



（２－２）データセットをiOS端末に読み込む
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②
⑦＜ファイル共有＞をクリック

表示されたアプリ一覧の中から＜QField＞を選択

２ データセットを携帯端末で利用する



（２－２）データセットをiOS端末に読み込む
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②
⑧携帯端末用データセットの保存先を開き、
データセットをiTunesの＜QFieldの書類＞
にドラック＆ドロップする

２ データセットを携帯端末で利用する



②⑩同期（転送）が完了したら、iTunesを終了し、iOS端末でQFieldの操作を行う

（２－２）データセットをiOS端末に読み込む
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②⑨画面右下の<適用> ＜同期＞をクリック

２ データセットを携帯端末で利用する



（２－２）データセットをiOS端末に読み込む
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⑪QFieldのアイコンを
タップして起動②

⑫＜ローカルファイルを
開く＞をタップ

⑬＜QFieldファイルディ
レクトリ＞をタップ

２ データセットを携帯端末で利用する



（２－２）データセットをiOS端末に読み込む
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⑭iTunesから転送した
プロジェクトをタップ ⑮プロジェクトをタップ

プロジェクトが読み込まれた状態

２ データセットを携帯端末で利用する
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３ QFieldの操作方法①
（アプリ起動・表示切替・点や線の追加・トラッキング）



（１）アプリの起動／終了方法

（２）表示言語を日本語にする

（３）地図データの表示／非表示の切替え

（４）衛星画像の閲覧方法 ※インターネット圏内のみ

（５）地図が消えてしまったら

（６）現地踏査で新たに点や線を追加する

（７）追加した点や線を削除する

（８）トラッキング機能を使う

（９）外部の高精度GNSS受信機と連携させる ※Androidのみ

～作業の流れ～

３ QFieldの操作方法（アプリ起動・表示切替・点や線の追加・トラッキング）
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②②＜最近使用したプロジェクト＞から
目的のプロジェクトをタップ
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３ QFieldの操作方法（アプリ起動・表示切替・点や線の追加・トラッキング）

（１）アプリの起動／終了方法

②
③現地で携帯端末の位置
情報をONにすると現在
地と方向が表示される

①アイコンを
タップして起動



３ QFieldの操作方法（アプリ起動・表示切替・点や線の追加・トラッキング）

① <Return Home>をタップ ② < >をタップして終了

（１）アプリの起動／終了方法
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※令和７年３月アプリアップデート後の画面



（２）表示言語を日本語にする
３ QFieldの操作方法（アプリ起動・表示切替・点や線の追加・トラッキング）

① < >をタップ ②＜設定＞をタップ

③＜一般情報タブ＞の<言語>

プルダウンから＜日本語＞を選択

再起動 27

※令和７年３月アプリアップデート後の画面
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